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▽
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員
の
選
任
に
つ
い
て
＝
固
定

資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の

三
條
秀
子
さ
ん
（
近
藤
町
）
の

任
期
が
、
平
成
30
年
１
月
21
日

を
も
っ
て
満
了
と
な
る
こ
と
か

ら
、
引
き
続
き
選
任
し
た
い
と

し
て
、
地
方
税
法
の
規
定
に
よ

り
、
議
会
の
同
意
を
求
め
ら
れ

た
も
の
で
、
全
員
一
致
で
同
意

さ
れ
ま
し
た
。

条
例
の
制
定

▽
館
林
市
土
砂
等
に
よ
る
埋
立

て
等
の
規
制
に
関
す
る
条
例
＝

近
年
、
建
設
工
事
に
伴
い
排
出

さ
れ
た
土
砂
等
に
よ
る
埋
立
て

や
盛
土
の
事
例
が
増
加
し
、
こ

れ
に
伴
う
土
壌
の
汚
染
や
堆
積

さ
れ
た
土
砂
の
崩
落
な
ど
の
災

害
発
生
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
平
成
25
年
10
月
か
ら

施
行
さ
れ
て
い
る
３
０
０
０
㎡

以
上
を
対
象
と
し
た
「
群
馬
県

土
砂
等
に
よ
る
埋
立
て
等
の
規

制
に
関
す
る
条
例
」
に
準
じ
、

本
市
に
お
い
て
も
、
５
０
０
㎡

以
上
３
０
０
０
㎡
未
満
の
土
地

を
対
象
に
必
要
な
規
制
を
行
う

こ
と
に
よ
り
、
事
業
の
適
正
化

を
図
り
、
生
活
環
境
を
保
全
す

る
と
と
も
に
、
災
害
防
止
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
、
本
条
例

を
制
定
し
よ
う
と
す
る
も
の
で

す
。

　

主
な
条
例
の
内
容
に
つ
い
て

は
、
市
の
責
務
を
は
じ
め
、
埋

立
て
等
を
行
う
者
や
土
砂
等
を

排
出
す
る
者
等
の
ほ
か
、
土
地

所
有
者
に
対
す
る
責
務
も
規
定

し
、
特
に
、
埋
立
て
等
を
行
う

者
に
は
、
土
砂
等
埋
立
等
区
域

の
周
辺
住
民
の
理
解
を
得
る
よ

う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

規
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
土

砂
等
の
埋
立
て
等
に
関
し
て
は
、

環
境
基
本
法
に
規
定
す
る
土
壌

汚
染
に
係
る
環
境
基
準
に
準
ず

る
ほ
か
、
許
可
条
件
に
違
反
等

が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
改
善
命

令
や
、
許
可
の
取
り
消
し
等
を

行
う
と
と
も
に
、
立
入
検
査
な

ど
を
行
い
、
条
例
の
規
定
に
違

反
し
た
者
に
は
懲
役
刑
等
の
罰

則
も
定
め
て
い
る
も
の
で
、
全

員
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

条
例
の
改
正

▽
館
林
市
報
酬
、
費
用
及
び
実

費
弁
償
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
＝
国
の
農
地
利
用
最
適

化
交
付
金
事
業
の
実
施
に
伴
い
、

館
林
市
農
業
委
員
会
の
委
員
及

び
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

の
報
酬
を
改
定
す
る
必
要
が
あ

る
た
め
、
本
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
も
の
で
す
。

　

主
な
改
正
内
容
に
つ
い
て
は
、

本
市
の
農
業
委
員
会
が
新
体
制

に
移
行
し
た
こ
と
で
、
農
業
委

員
会
の
積
極
的
な
活
動
を
推
進

す
る
た
め
の
国
の
農
地
利
用
最

適
化
交
付
金
事
業
に
該
当
す
る

こ
と
と
な
っ
た
こ
と
に
伴
い
、

農
地
利
用
最
適
化
に
係
る
活
動

及
び
成
果
の
実
績
に
応
じ
た
加

算
額
を
、
農
業
委
員
及
び
農
地

利
用
最
適
化
推
進
委
員
に
支
給

す
る
た
め
の
財
源
と
し
て
国
が

交
付
す
る
も
の
で
、
こ
れ
ま
で

の
月
額
報
酬
に
加
え
て
加
算
額

を
支
給
で
き
る
よ
う
に
す
る
も

の
で
す
。
こ
の
加
算
額
の
上
限

は
月
額
４
万
７
０
０
０
円
で
、

そ
の
算
出
方
法
は
国
の
要
綱
で

定
め
ら
れ
、
農
業
委
員
会
ご
と

の
一
年
間
の
活
動
及
び
成
果
の

実
績
を
基
礎
と
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
委
員
ご
と
に
加
算
額
の

差
異
を
設
け
ま
せ
ん
が
、
月
の

活
動
が
一
日
未
満
の
委
員
に
は
、

当
該
月
の
加
算
金
は
支
給
し
な

い
と
す
る
も
の
で
、
全
員
一
致

で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

▽
館
林
市
道
路
占
用
料
徴
収
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
＝

道
路
法
施
行
令
の
一
部
改
正
に

伴
い
、
占
用
面
積
も
し
く
は
占

用
物
件
の
長
さ
に
お
け
る
端
数

処
理
方
法
の
変
更
、
地
下
に
設

け
る
施
設
等
の
道
路
占
用
料
の

新
設
、
及
び
３
年
に
一
度
の
固

定
資
産
税
評
価
額
の
評
価
替
え

や
民
間
に
お
け
る
地
価
水
準
の

変
動
等
を
反
映
し
た
占
用
料
の

見
直
し
等
を
受
け
、
道
路
を
使

用
す
る
占
用
者
と
の
公
平
性
を

保
つ
こ
と
に
よ
り
道
路
占
用
料

等
を
改
正
す
る
た
め
、
本
条
例

の
一
部
を
改
正
し
よ
う
と
す
る

も
の
で
、
全
員
一
致
で
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

▽
館
林
市
市
道
に
設
け
る
道
路

標
識
の
寸
法
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
＝
道
路

標
識
、
区
画
線
及
び
道
路
標
示

に
関
す
る
命
令
の
一
部
改
正
に

よ
り
、
高
速
道
路
番
号
等
の
道

路
標
識
が
新
た
に
追
加
さ
れ
た

こ
と
に
伴
い
、
市
の
条
例
に
お

本
会
議
の
あ
ら
ま
し

　

平
成
29
年
館
林
市
議
会
第
４
回
定
例
会
は
、
12
月
１
日
か
ら

14
日
ま
で
の
14
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
定
例
会
に
市
長
か
ら
提
案
さ
れ
た
議
案
は
、
追
加
議
案

を
含
め
13
件
で
、
審
議
の
結
果
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
同

意
、
承
認
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。


